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洞爺湖中島産ヒメネズミに見られた条虫科幼虫

　　　　armathyridiumの形態学的検討

浅川昌彦・大沼　学・立島拓也

　　　　大　林　正　士

A morphological study of the taenid larva，armathyl｀idium，仔om

　　　the Japanesｅｗood mice，Aj)odelllns　drgen£eus，on

　　　　　Naka-jima lsland of Toya Lake， Hokkaido
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　　　　　　　　　　緒　　言

　多包条虫の中間宿主である北海道産野ネズミ類は，エ

キノコックス症におげる疫学調査の検査対象とされる。

無論この調査を遂行するためには，多包虫と同様，野ネ

ズミ類の肝臓に病変を形成する他の昿虫類との類症鑑別

が必要で，例えば神谷2)らおよびハ木ら3)により報告さ

れている条虫科幼虫各種を含む昿虫類の形態と病理学的

所見は，きわめて有用な資料である。ところで今回著者

らが観察した条虫科幼虫armathyridiumの寄生例は，

先に報告されているような限局的な病巣ではなく，肉眼

的に多包虫のシストに類似した濃厚な感染例であった。

そこで今後の北海道における多包虫の疫学調査の一助と

するために，この症例観察で得た虫体を形態学的および

病理学的に検討した。

　　　　　　　　　　材料および方法

　1990年６月10日から13日にかけて，内部寄生虫相を

調査する目的で北海道洞爺湖中島内数カ所で，合計125

頭のヒメネズミｊ御心Jj･sαj‘gaかs(Temminck)を

採集した。これらのうち，中島中央の平原部周囲の林

(Fig.1)で採集した２頭から，条虫科幼虫の肝臓および

肺への濃厚な感染病巣を得た。

　病巣が認められた臓器は70％エタノールで固定・保
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存後，虫体を分離・圧扁して形態を観察した。また病変

の一部は，常法に従ってhematoxylin-eosin染色を施

した組織標本を作製し，病理組織学的に検討した。

　　　　　　　　　　結　　果

　1.　病変部の肉眼所見　２頭のヒメネズミの肝臓実質

全域に，透明な液体を満たした直径１ｍｍほどの嚢飽か

多数存在し，ブドウの房状を呈した(Fig. 7)。またこれ

らのうち１頭の肺の辺縁部に払同様の嚢胞が数個認め

られた(Fig.8)。

　2･　虫体の形態　１つの嚢飽には１つ，あるいぱ４つ

(Fig. 6)ないし５つ(Fig.5)の虫体を含んいでた。こ

れら嚢胞より分離した５虫体についてその形態と測定を

おこなった。体長1.5 mm～1.8 mm (平均1.65 mm)，体

中央部・体幅0.6 mm～0.8 mm (平均0.72 mm)，紡錘形

で体表には｢しわ｣が認められた(Fig.2)。頭節は実資

性体部に陥入し，直径0.10 mm～0.14 mm の吸盤４個

と鈎を備えていた(Fig. 3)。鈎は44個から50個あり，

２列の輪状に並び，その輪状配列の直径は約0.2 mm で

あった。配列する鈎は長さ50μmの小さいものと，長さ

70がｍの大きいものとに区別された(Fig.4)。

　3.　病変部の組織学的所見　一般に，肝臓および肺い

ずれも幼虫に対する宿主側の病理組織学的反応は微弱

で，虫体周囲に薄い線維化した結合織の層が認められた
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れるので注意を払うことが望ましいであろう。

　　　　　　　　　　要　　　約

　北海道洞爺湖中島で採集したヒノネズミから，条虫科

幼虫“armathyridiu�’が肝臓および肺に濃厚感染して

いる病巣を得た。この病巣は，一嚢胞に複数個の虫体を

含み，かつ肺にも寄生していたことで，これまでの報告

とは異なったが，これは一宿主個体に非常に濃密な幼虫

の寄生により生じた変化と思われた。しかし，本病巣は

肉眼的に多包虫のもの類似するので，エキノコックスの

疫学調査の際にﾛ,注意すべき点と考えられる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summary

　　Armathyridium type larvae (Cestoda : Teniidae)were obtained from the 】iversand lungs of

two j4/laふ777zjsαりμ71zEzjs(Rodentia: Muridae)collected on Naka-jima lsland of Toya Lake， Hok-

kaido，Japan，in June， 1990.Although a cyst has several larve and is obtained from the lungs

due to an extreme infection of a single host individual，the morphology of this larve isjnaccorr･

dance with theanonymous cestode，“armathyridium" reported by Yagi Ez�.(1986).
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